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ECサイト掲載商品の紹介文作成支援システムの開発と評価
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概要：近年の ECサイト市場の拡大に伴い，掲載される商品数が増加している．そのため ECサイト担当
者の掲載商品の紹介文作成の負担が大きい．本稿では，担当者を想定利用者として，紹介文作成の負担を
軽減しつつ，より多くの商品に対して高品質な商品紹介文を提供するために商品紹介文作成支援システム
の開発を行う．対象の商品として国内で豊富な種類が取り扱われている日本酒を取り上げる．本システム
を利用して作成された商品紹介文や担当者の作成した商品紹介文を評価するために，日本酒 4品の紹介文
と商品掲載ページへ遷移するリンクが掲載されたメールマガジンの登録者 25万人に配布した．リンクの
クリック率に基づく評価を行い，本システムを利用して作成された商品紹介文が担当者の作成した商品紹
介文に有意差は無いことが示された．また，味や香り，使用米，適した料理といった日本酒の特徴につい
て，異なる特徴を記述した紹介文のクリック率を比較した．その結果，味や香りといった感覚に関する特
徴を記述した紹介文のクリック率が僅かに高い傾向があることが確認された．

Development and Evaluation of Support System for Making
Introduction Sentences for Items on E-Commerce Websites

1. はじめに

近年，インターネット及びスマートフォンなどの携帯型

デバイスの普及の影響を受け，電子商取引 (EC)の市場規

模が拡大している．日本国内の 2018年度の BtoCにおけ

る EC市場規模は前年度から 8.12%増加し約 18兆円であ

り [1]，現在，電子商取引は一般的な商品の購買チャネルと

して広く使用されている．

電子商取引では一般的に，販売側が商品を販売するため

の ECサイトを用意し，消費者がその ECサイト上で商品

を購入する．ECサイトでは商品名や価格，商品画像，商

品紹介文などの商品に関する情報が掲載されており，消費

者はそれらの情報をもとに購入の意思決定をする．ECサ

イトでは，実際に商品を手にとって確認したり，店員に商

品情報を確認することができないため，ECサイト上に掲

載する情報は重要である．
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その中でも，商品紹介文は人の手によって作成する必要

が有る．EC市場の拡大に伴い，サイト上で販売される商

品数も増加し，商品紹介文作成にかかる負担も増加してい

る．また商品紹介文は ECサイト上だけではなく，メール

マガジンや SNSによる商品の宣伝にも用いられる場合も

ある．そういった場合には，各掲載メディアによって文字

数などの条件をもとに異なる紹介文が必要となり，紹介文

作成にかかる負担はさらに増加する．

以上のような背景を踏まえ，本研究では商品紹介文の作

成を支援するシステムの開発を行う．本システムは，ユー

ザの指定する条件を満たす紹介文を自動生成し，紹介文候

補リストとしてユーザに提示することで，紹介文の作成を

支援する．本稿では ECサイトとしては BtoCを想定し，

対象の商品として国内で豊富な種類が取り扱われている日

本酒を取り上げる．また，本システムを ECサイトに掲載

する紹介文作成のために使用する前段階として，ECサイ

ト会員に送信するメールマガジンに掲載する紹介文を作成

し，その性能をメール中の商品ページへのリンクのクリッ

ク率によって評価する．

本稿では，第 2章で関連研究について示す．第 3章で

開発したシステムについて示し，第 4章でシステムを利用

して作成した商品紹介文の効果を検証する実験について示
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す．最後に 5章でまとめと今後の展望について示す．

2. 関連研究

文章を生成する手法として，テンプレートによる手法と

深層学習による手法の 2つが挙げられる．

テンプレートによる文章生成は，文法的な正確さが保証

されているという利点がある．人手によって事前にテンプ

レートを設定することによってどんなドメインにも適用可

能であり，ロボットの挨拶文の自動生成 [2]や将棋の解説

文生成 [3]，ECサイトの商品紹介文の生成 [4]など広く使

用されている手法である．テンプレートを自動獲得すると

いう研究も行われており，スポーツ記事の生成に適用した

研究 [5]や ECサイトにおける商品紹介文において適用し

た研究 [6] などがある．

深層学習による手法 [7]は，機械翻訳 [8]や画像キャプ

ション生成 [9] などのタスクで研究成果が報告されており，

学習データが十分に用意出来る場合には，流暢な文章を生

成可能であることが知られている．商品紹介文の自動生

成においても深層学習による手法を適用した研究 [10] が

ある．

商品紹介文の生成に関する先行研究としては [4],[6],[10]

などが挙げられる．これらの研究は，1つの商品に対して

1つの紹介文を生成することに注力している研究であると

言える．しかし，実際に商品紹介文を掲載する際には，担

当者によるチェックや修正などの処理が必要になることが

想定される．本研究は，紹介文作成の完全自動化ではなく，

紹介文作成を支援することを目的としている点で先行研究

とは異なる．

本稿では，文章生成の手法として人手によって事前にテ

ンプレートを設定する手法を用いる．

3. 紹介文作成支援システム

日本酒紹介文作成支援システムの概要を図 1に示す．本

システムでは，次のプロセスでユーザの紹介文生成を支援

する．

( 1 ) ユーザによる日本酒の種類の選択．

例）八海山　吟醸

( 2 ) システムによる紹介文の生成．

日本酒情報 DBとテンプレート DBから取得した日本

酒データとテンプレートを用いて，紹介文を生成する．

( 3 ) ユーザの指定した条件に基づく紹介文候補リストの選

択．

本章では，各データベースと各モジュールについて示す．

3.1 データベース

テンプレートによって紹介文を生成するために，日本酒

情報 DBとテンプレート DBを構築した．

図 1 日本酒紹介文作成支援システムの概要

表 1 日本酒データカラム
商品情報 温度 製造関連 適した状況 数値 感覚

名称 適した温度 蔵元 季節 アミノ酸度 味

銘柄 燗向け 生産地 対象 酸度 飲み口

特定名称 常温向け 使用米 シーン アルコール度数 香り

受賞 冷向け 料理

容器

タイミング

表 2 紹介文とテンプレートの例

紹介文 富山の銘酒、満寿泉の純米大吟醸酒です。

テンプレート [生産地] の銘酒、[銘柄] の [特定名称] です。

3.1.1 日本酒情報DB

日本酒情報データベースはWebサイト [11]から取得し

たデータを元に構築した．設定したデータカラムを表 1に

示す．データカラムは商品情報，温度，製造情報，日本酒

に関したデータ，数値データ，感覚データの 6種類に大別

される．これらのデータカラムを日本酒に関する特徴とし

て紹介文に記述する．Webサイト [11]から取得したデー

タのみでは，欠損値が存在しており，現時点では全ての日

本酒に対して完全なデータベースを構築することはできて

いない．後述する実験では，手動で欠損値の補完やデータ

の修正を行い，データが十分に有る状況を想定して実験を

行っている．

3.1.2 テンプレートDB

テンプレートデータベースは，Webサイト [12]などに

掲載されている紹介文を参考に人手によって計 234種類の

テンプレートを作成した．紹介文とテンプレートの例を表

2に示す．表 2のように，前述した日本酒情報 DBのデー

タカラムに対応する箇所をスロット化することによってテ

ンプレートを作成した．

3.2 モジュール

3.2.1 日本酒データ検索モジュール

日本酒検索モジュールは，ユーザの入力した日本酒に関

する詳細な日本酒データを取得するモジュールである．本

稿では，前述した日本酒情報 DBからデータを取得する．

3.2.2 日本酒紹介文生成モジュール

日本酒紹介文生成モジュールは，入力した日本酒データ

とテンプレートから，紹介文を生成するモジュールである．
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本モジュールでは次の処理によって紹介文を生成する．

( 1 ) 各テンプレートと日本酒データから 1文の紹介文群を

全通り生成する．

( 2 ) 1文の紹介文を総当りで組み合わせることで 2文の紹

介文群を生成する．

2文の紹介文を生成する際には，同じテンプレートや類似

したテンプレートとは組み合わせないようにする．雪の茅

舎/純米大吟醸に対して本モジュールを適用した結果，約

120万の紹介文が生成される．

3.2.3 日本酒紹介文選択・評価モジュール

日本酒紹介文選択・評価モジュールは，日本酒紹介文生

成モジュールによって生成した紹介文を評価し，ユーザに

提示する紹介文候補リストを選択するモジュールである．

本稿では，紹介文候補リストを選択するために，以下の機

能を実装した．

• ユーザが指定した条件を満たす紹介文を選択
• 単語の重複率が閾値以下の紹介文を選択
日本酒によって，紹介文でアピールするべき特徴が異な

ることが想定される．また，紹介文を掲載するメディアに

よって適切な文章の長さなどが異なることが想定されるた

め，そういったユーザ指定の条件を満たす紹介文を選択す

る機能を実装した．

1文の紹介文を組み合わせて 2文の紹介文を生成すると，

同じ単語を複数回使用したような紹介文が生成される場合

もある．そういった不自然な紹介文を除去するために，単

語の重複率が閾値以下の紹介文を選択する機能を実装した．

本稿では目視で紹介文を確認して，閾値を 0.2に設定した．

最終的にユーザに提示する紹介文候補の数を 30とした．

紹介文候補 30個は，テンプレートレベルで類似した紹介

文が選択されないように，ランダムサンプリングをした．

4. 実験

本章では，本支援システムを利用して生成した紹介文を

評価する実験について示す．

4.1 実験設定

本システムを利用して生成した紹介文と本システムを利

用せずに人手によって生成された紹介文を比較する．EC

サイト [12]の会員に送信するメールマガジンに商品の紹

介文と商品ページへのリンクを掲載し，そのクリック率に

よって紹介文を評価する．

4.1.1 メールマガジン

送信するメールマガジンの例を図 2に示す．メールマガ

ジンには，次の 4種類の日本酒について紹介文と商品ペー

ジへのリンクを掲載する．

• 八海山 特別本醸造 1800ml

• 大七 生もと 純米 720ml

• 龍力 米のささやき 大吟醸 720ml

• 雪の茅舎 純米吟醸 1800ml

このメールマガジンのクリック率によって紹介文を評価

する．クリック率 CTRは式 1によって計算する．

CTR =
Nclick

Nopen
(1)

ここでNclick は 4種類のリンクのうち 1つ以上クリックし

た人数，Nopen はメールを開封した人数である．

システムを利用せずに人手によって生成した紹介文（以

下，人作）とシステムを利用して生成した紹介文（以下，

システム作）のクリック率を比較するために，メールマガ

ジンの会員を幾つかの群に分割し，各群に異なるメールマ

ガジンを送信する．本稿ではシステム作については異なる

情報を含む 7種類の紹介文を使用したため，会員を 8つの

群に分割した．

4.1.2 紹介文

本実験で使用した紹介文の生成パターンを表 3に示す．

本稿では，人作の紹介文とシステム作の紹介文を比較する

ために，同じ特徴を使用した紹介文を用意した（パターン

ID：0,1）．また，紹介文に使用する特徴は CTRに影響を

与えることが想定されるため，異なる特徴を使用した紹介

文を 6パターン用意した（パターン ID：2,3,4,5,6,7）．八

海山は適した料理についてのデータが取得できなかったた

め，パターン ID；4,6のメールマガジンについては八海山

を掲載の対象外とした．システム作の紹介文は，本システ

ムによって選択された 30文の紹介文候補リストの中から，

担当者が 1文選択することで作成する．例として，雪の茅

舎における各紹介文を表 4に示す

4.2 実験結果・考察

各パターンのメール配信対象者数，メール開封数，メー

ル開封率，クリック数，クリック率を表 5に示す．

4.2.1 人作の紹介文とシステム作紹介文の比較

人作の紹介文（パターン ID：0）の CTRは 3.81%で，同

じ特徴を使用したシステム作の紹介文（パターン ID：1）

の CTRは 3.59%だった．Z 検定を行った結果，有意な差

は認められなかった (p = 0.51 > 0.05)．このことは，紹介

文で記述する特徴を同じ条件にした場合，本システムを利

用して作成した紹介文は，担当者が作成した紹介文と同程

度の質であることを示唆している．

4.2.2 異なる特徴を使用した紹介文の比較

システム作の中で CTRが最大の紹介文はパターン ID：

1で 3.59%で，最小の紹介文はパターン ID：4で 3.03%だっ

た．Z 検定を行った結果，有意な差は認められなかった

(p = 0.08 > 0.05)．システム作の中で CTRに最も差があ

る紹介文においても有意な差は認められなかったが，表 5

を見ると，パターン ID：4,5,6,7の CTRが比較的低いよ

うに見える．パターン ID：4,6のメールマガジンは八海山

を掲載しておらず，その他のメールマガジンと比較して掲
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表 3 実験で使用した紹介文のパターン

紹介文中に使用している特徴

パターン ID 香り 味 料理 使用米 生産地 特定名称 長文（40 字程度） 短文（30 字程度）

0（人作） ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
1（システム作） ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
2（システム作） ✓ ✓ ✓ ✓
3（システム作） ✓ ✓ ✓ ✓
4（システム作） ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
5（システム作） ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
6（システム作） ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
7（システム作） ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

表 4 実験で使用した紹介文（雪の茅舎）

パターン ID 紹介文

0（人作） [ 秋田県 ] 花や果実のような爽やかな甘い香りと適度な酸味が調和した、飲みやすいと評判の 1 本。

1（システム作） 花や果実のような甘い香りと適度な酸の後味を感じられる純米吟醸。 秋田産まれのお酒。

2（システム作） 花や果実のような甘い香り、味わい豊かな純米吟醸。 秋田のひと品。

3（システム作） 花や果実のような甘い香り、味わい豊かな純米吟醸。 秋田で作られている銘酒。

4（システム作） 花や果実のような甘い香りはサラダなどと合わせるのもお勧めです。 秋田が誇る純米吟醸。

5（システム作） 秋田のひと品。 山田錦を使用した、花や果実のような甘い香りが特徴の純米吟醸。

6（システム作） 適度な酸の後味は酢の物などと合わせるものお勧めです。 秋田を生産地とする純米吟醸。

7（システム作） 秋田を生産地とする銘酒。 山田錦を使用した、適度な酸の後味が特徴の純米吟醸。

表 5 実験で使用した紹介文のパターン

パターン ID 配信数 開封数 開封率 クリック数 CTR

0（人作） 32,797 6,501 19.8% 248 3.81%

1 31,271 6,427 20.6% 231 3.59%

2 31,979 6,354 19.9% 226 3.56%

3 32,181 6,437 20.0% 224 3.48%

4 31,476 6,272 19.9% 190 3.03%

5 31,515 6,441 20.4% 200 3.11%

6 31,497 6,311 20.0% 195 3.09%

7 31,376 6,292 20.1% 201 3.19%

合計 254,092 51,035 20.1% 1,715 3.36%

載日本酒数が 1つ少ない．そのため，パターン ID：4,6は

CTRが比較的低いと考えられる．またこれらの紹介文は，

それぞれ「適した料理」と「使用米」を記述している．一

方で，パターン ID：1,2,3は「適した料理」と「使用米」を

記述しておらず，「味」，「香り」といった感覚に関する特徴

の記述が占める割合が高い．このことは，メールマガジン

の CTR向上させるには感覚に関する特徴の記述が有効で

ある可能性を示唆している．今後の実験の計画として，感

覚に関する特徴の記述の有無に注目した比較を行うことが

考えられる．

5. まとめと今後の展開

本稿では，日本酒を対象とした商品紹介文の作成支援シ

ステムを開発した．ECサイトの会員に配信するメールマ

ガジンを用いて紹介文の評価する実験を行った．システム

を利用して作成した紹介文とシステムを利用せずに担当者

が作成した紹介文のクリック率を比較した結果，クリック

率に有意差は認められなかった．これは，本システムを利

用して作成した紹介文は担当者が作成した紹介文と同程度

の質であることを示唆している．また，異なる特徴を記述

した紹介文の CTRを比較した結果，感覚に関する特徴を

記述した紹介文の CTRが僅かに高い傾向あることが確認

された．

今後の展開として，紹介文選択・評価モジュールの強化

が挙げられる．本稿では，ユーザ指定の条件を満たす紹介

文の中からランダムに 30文選択していが，紹介文をスコ

アリングする機能を追加することで，より良い紹介文候補

リストが作成できる．また，CTRに関する詳細な分析を

するために，より統計的な信頼性のあるデータを収集する

ことが今後の課題である．
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